
 
 
 

 
 
 
           

酸素欠乏による重大災害に対する同種災害防止対策の要請等ついて 
 
 本年３月に岐阜県美濃市の合板製造事業場において、低酸素症により３名の労働者

が死亡する重大な労働災害が発生しました（次ページ参照）。 

岐阜労働局（局長 佐々木秀一）は、同種災害を防止するため、11月27日付けで、

次のとおり、労働災害防止団体（別添１）に対する要請並びに木工関係事業場231事

業場に対する対策の徹底及び自主点検の実施についての要請（別添２）を行いました。 

また、県下の労働基準監督署に同種災害防止対策の徹底を図るよう指示していま

す。 

 
１  労働災害防止団体への要請 

  今回の労働災害発生原因が、緊急時対応の体制整備や教育が不十分であったこと

などが原因であったため、次の事項について、周知徹底と広報・啓発について要請

した。（別添１参照） 

① 火災等緊急を要する場合の対応に係る体制を整備すること。 
② 関係者に対し安全衛生教育を実施すること。 
③ 二酸化炭素消火設備が作動した場合の対処方法及び危険箇所への立入禁止 
措置等を定め、関係者に周知すること。 

④ 集じん機内に通じる出入口等に、関係者以外立入禁止の掲示及び施錠等を
行うとともに、容易に立ち入ることができないような措置を講じること。 

⑤ 点検等のためやむを得ず立ち入る場合は、消火設備の誤作動等による労働
災害を防止するための対策を確実に実施すること。 

 

２  関係事業場への対策の徹底及び自主点検の実施についての要請 

  木工関係２３１事業場に対し、上記の①から⑤までの対策の徹底及び「集じん機

の消火設備に関する自主点検」を実施し当局あて提出することを要請した。（別添

２参照） 

 

３  労働災害防止対策の強化 

 県下７箇所の労働基準監督署に対し、１１月２７日付けで監督指導、安全パトロ

ール等において、同種災害防止対策の徹底を図るよう指示した。 
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災害の概要 
  本年３月に岐阜県美濃市内の合板製造事業場において、木工加工用機械（NCル
ーター）で材料を加工中、テーブルに固定されている加工材がずれ、偏った加工状

態となったため、刃と加工材が摩擦で熱が発生したことで、火種を持った木屑が集

じん機のダクト内に吸い込まれ、ダクト内に残っていた木屑に燃え移り、集じん機

用のダクトの継ぎ目から煙が出ているのを発見した。 
  集じん機内の状況を確かめるため、点検口からダクト内に入った２名が倒れた。

その様子を見に向かった３名のうち１名も集じん機内部で倒れ、倒れた３名が低酸

素症により死亡した。 
  被災者３名が倒れた集じん機内は、二酸化炭素消火設備が作動し、二酸化炭素が

噴出したことにより酸素濃度が低下していた。 
 

(発生概略図) 

 

 

 

 

 

 



別添１ 

岐労発基    第 号 

平成２５年１１月  日 

 

 

 

林業木材製造業労働災害防止協会 

岐阜県支部長 あて 

 

 

 

                     岐阜労働局長 

 

 

 

 二酸化炭素消火設備による酸素欠乏症等の防止の徹底について（要請） 

 

平素は、労働行政の推進に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本年３月に県内の合板製造事業場において、別紙のとおり二酸化炭素消火設

備による酸素欠乏症等により同時に３名の労働者が死亡する極めて重大な労働災害

が発生したところです。 

この災害の概要は別紙のとおりでありますが、今後同種の労働災害を発生させない

ため、非定常作業時の不安全行動を確実に防止することが必要不可欠です。 

このような状況を踏まえ、貴団体におかれましては傘下の会員事業場に対し、下記

事項の周知徹底と広報・啓発につきまして特段のご配慮をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 火災等緊急を要する場合の対応に係る体制を整備すること。 

２ 二酸化炭素消火設備の危険性について、関係者に対し安全衛生教育を実 

施すること。 

３ 二酸化炭素消火設備が作動した場合の対処方法及び危険箇所への立入 

禁止措置等を定め、関係者に周知すること。 

４ 集じん機内に通じる出入口等に、関係者以外立入禁止の掲示及び施錠等 

を行うとともに、労働者が容易に立ち入ることができないような措置を講 

じること。 

５ 二酸化炭素消火設備を有する集じん機内に、火災鎮火確認等のためやむを得ず

立ち入る場合は、次の事項を実施すること。 



① 集じん機内に二酸化炭素（消火剤）が存在するおそれがある場合は、屋外
の安全な場所に排出すること。 

② 作業者に空気呼吸器を使用させること。 
③ 作業方法及び作業手順を定め、あらかじめ関係者に周知すること。 
④ 集じん機及び消火設備等の点検整備については、必要な知識を有する者の
内から、作業指揮者を選任し、その者に当該作業を指揮させること。 

⑤ 二酸化炭素が噴出した場合には、直ちに避難することができるように、避
難通路を確保すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担 当 

  労働基準部健康安全課 

  地方労働衛生専門官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添２ 

岐労発基    第 号 

平成２５年１１月  日 
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二酸化炭素消火設備による酸素欠乏症等の防止及び集じん機の 

消火設備に関する自主点検の実施について 

 

平素は、労働災害防止の推進につきまして、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、本年３月に県内の合板製造事業場において、二酸化炭素消火設備による酸素

欠乏症等により同時に３名の労働者が死亡する極めて重大な労働災害が発生したと

ころです。 

この労働災害の概要は別紙のとおりですが、このような災害を二度と発生させない

ために、労働災害防止に対応できる体制の整備を図るとともに、非定常作業時の災害

防止対策を講じることが必要不可欠です。 

つきましては、貴事業場において同様の設備又は類似の設備がある場合には、下記

事項を徹底していただき、同種災害の防止の徹底を図られますよう要請いたします。 

また、併せて、「集じん機の消火設備に関する自主点検」を実施することとしまし

たので、業務多忙のところ恐縮に存じますが、貴事業場の集じん機の設置状況等に関

しまして、同封の自主点検表に必要事項をご記入いただき、来る１２月１６日（月）

までに、下記のファクシミリ番号又は郵送先あて、ご回答くださいますよう、お願い

申し上げます。 

 

記 
 
１ 火災等緊急を要する場合の対応に係る体制を整備すること。 

２ 二酸化炭素消火設備の危険性について、関係者に対し安全衛生教育を実 

施すること。 



３ 二酸化炭素消火設備が作動した場合の対処方法及び危険箇所への立入 

禁止措置等を定め、関係者に周知すること。 

４ 集じん機内に通じる出入口等に、関係者以外立入禁止の掲示及び施錠等 

を行うとともに、労働者が容易に立ち入ることができないような措置を講 

じること。 

５ 二酸化炭素消火設備を有する集じん機内に、火災鎮火確認等のためやむを得ず

立ち入る場合は、次の事項を実施すること。 

① 集じん機内に二酸化炭素（消火剤）が存在するおそれがある場合は、屋外
の安全な場所に排出すること。 

② 作業者に空気呼吸器を使用させること。 
③ 作業方法及び作業手順を定め、あらかじめ関係者に周知すること。 
④ 集じん機及び消火設備等の点検整備については、必要な知識を有する者の
内から、作業指揮者を選任し、その者に当該作業を指揮させること。 

⑤ 二酸化炭素が噴出した場合には、直ちに避難することができるように、避
難通路を確保すること。 

 

 

 

集じん機の消火設備に関する自主点検表の送付先 

 

・ファクシミリ番号  ０５８－２４８－２３３９ 

 

・郵  送  先   〒５００－８７２３ 

           岐阜市金竜町５－１３ 岐阜合同庁舎３階 

           岐阜労働局労働基準部健康安全課 

 

・お問い合わせ先   岐阜労働局労働基準部 

健康安全課 労働衛生専門官 

            （ 電話 ０５８－２４５－８１０３ ） 

 

 

 

 

 

 

 


